
 

 
 

 

 

 

 

 

 

「ＹＯＸＯ（よくぞ） ＮＥＸＴ検証ラボ」では、事業内容や事業進捗に合わせて「展示会」と「伴走支援」の

２つのメニューをご用意し、横浜発の起業家・スタートアップを支援する「応援ネットワーク」※とともに、ま

ちぐるみで事業化・事業拡大をバックアップします。 

ニーズ検証や事業ブラッシュアップを希望する起業家の参加をお待ちしています。 

※横浜市次世代起業育成人材育成拠点「ＹＯＸＯ ＢＯＸ」における、先輩起業家、地域事業者等からなる応援者の

ネットワーク。次世代起業人材に対して、起業や事業成長に関する知識やスキル、検証の場などを提供します。 

 

 

①  ＹОＸО ＮＥＸＴ検証ラボ＠展示会  

地域イベントにおける展示やワークショップ、デモを通じて、製品やサービスのアイデア等のニーズ検

証等を行う場を提供します。 

◆展示会等への出展が初めての方も効果的に検証に臨めるよう、事前トレーニングプログラムもあわ

せて実施します。 

◆展示会は、関内桜通り（「関内フード＆ハイカラフェスタ」内）と、象の鼻テラス（中区海岸通１−１）の 

２か所で開催！複数のロケーションで、地元住民や観光客などの多様な層を対象に、ニーズ検証や

ＰＲを行うことができます。 

【展示会（予定）】 

・11 月３日（火・祝） 関内桜通り 

   「関内フード＆ハイカラフェスタ」 

・11 月 14 日（土）・15 日（日） 象の鼻テラス 

 

 

②  ＹОＸО ＮＥＸＴ検証ラボ＠伴走支援 

応援ネットワークに登録された地域支援者を起業家とマッチング。アイデアや製品・サービスのブラッ

シュアップやニーズ検証に向けた壁打ちやメンタリング、関係者へのつなぎ等の支援を行います。 

◆先輩起業家から専門家まで、多様な地域支援者が、起業家の様々な課題や 

相談に対応します。 

◆事業フェーズに応じて、個別最適な支援内容・支援者を選定します。 

 

 

 

１ 募 集 枠  起業家又は起業を目指す人 ①、②各５者程度 ※選考審査があります。 

２ 参 加 費  無料 

３ 申込期限  ①、②とも 令和８年８月 31 日（月）16 時まで 

 

■申込方法・応募資格等の詳細は WEB ページをご覧ください。 

【URL】https://yoxonext.jp/kensholab-guidelines2026/ 

 

令 和 ８ 年 ７ 月 ２ 日 
経済局ビジネスイノベーション部 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

起業家の事業アイデアをまちぐるみで検証！ 

「ＹОＸО ＮＥＸＴ検証ラボ」参加者を募集します 

募集メニュー 

募集概要 

▲昨年度の様子（関内フード＆ハイカラフェスタ） 

伴走支援の様子▶ 

裏面あり 

https://yoxonext.jp/kensholab-guidelines2026/


 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※検証の手法や支援内容は、事業の状況等により異なります。 

 

横浜市は、新しい技術や視点で課題解決を目指す起業家等を「次世代起業人材」と位置づけ、次世代起業

人材育成プロジェクト「ＹＯＸＯ（よくぞ） ＮＥＸＴ」を実施しています。 

起業マインドを醸成する起業ラボ、起業の実践的知識を習得するイノベーションラボ、事業化に必要な検証

支援を行う検証ラボの３つのプログラムを展開しています。 

 

 

 

※本件は、経済記者クラブへも同時発表しています。 
お問合せ先 

イノベーション推進課担当課長  倉持  Tel 045-671-2576 

 

YOXO NEXT の取組 

検証ラボ 
(事業化支援) 

イノベーションラボ 

(実践的知識の習得) 

起業ラボ 
(起業マインド醸成)※中高生限定 

参考：令和７年度の事例紹介 

事業の種（アイデア）段階のため、プロダクトに落とし込み、 

ビジネスモデルとして成立させる。 

支援 

メニュー 

メンタリング（支援者との面談、事業構想の相談） 

実施期間：約３ヶ月間 

成果 
AI 教育アプリの MVP※開発 

※Minimum Viable Product（必要最⼩限の機能を持ったプロダクト） 

採択者の

声 

当初は「こんな機能があれば便利だろう」という機能ベースの視点しかありませんでした

が、支援者の本質的で鋭い問いかけのおかげで、単なる「便利なアプリ提案」から「持続可

能な事業計画」へと詰めることができました。 

伴走支援の結果、柏市での実証実験のサポートや神奈川県のアクセラレーションプログラ

ムの採択につながりました。 

 

開発したアプリ（イメージ） 

 
CASE①：【検証ラボ＠展示会】クルマ遊びを入口とした潜在顧客との接点づくり 

検証目的 
・イベントへの出展が、将来的な顧客獲得の場として活用できるかを検証 

・自動車の整備、維持、売却、乗り換えなど、自動車保有に関する相談ニーズの把握と分析 

検証内容 

令和７年 11 月「関内フード＆ハイカラフェスタ」にてブースを出展。 

親子で楽しむ「クルマ遊び」（ミニ四駆体験）の提供をきっかけに、来場者に対し SNS 登録

による接点づくりとアンケートを実施。 

成果 
イベントを単なる PR の場にとどめるのではなく、相談サービスへの導線として活用。45 名

の潜在顧客との接点を獲得するとともに、相談ニーズ等の把握・分析を行った。 

【採択者】松岡
まつおか

 直紀
な お き

 氏（オールコンパス株式会社 代表取締役） 

      ≪ＨＰ≫https://www.allcompass.jp/ 

CASE②：【検証ラボ＠伴走支援】親子の学習課題を、AI を活かして解決する 

【採択者】今井
い ま い

 涼
りょう

 氏（起業準備中） 

≪伴走支援参加者インタビュー≫ https://yoxonext.jp/interview02/ 

イベントでの検証 

採択者の

声 

ユーザーの生の声を聴きながら、クルマ遊びを入口に、相談サ

ービスへつながる可能性を見出すことができました。事業を前

に進める貴重な機会になりました。 

検証目的 

https://www.allcompass.jp/
https://yoxonext.jp/interview02/

